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ベリーラジカル™ 　ファクトシート

ベリーラジカルとは？

今日のファーストフード社会と栄養不足の地質のせいで、私達を健康に

導くに十分な栄養の摂取が難しくなってきています。ベリー・ラジカルは、

健康な身体と長寿を手助けする画期的なオーガニック認定食品です。

ベリー・ラジカルに含まれる成分は、体内でのフリーラジカル（活性酸素）

ダメージの中和を促すことが証明されています。 

ベリー・ラジカルを熱湯で溶き、ライスミルクや豆乳と混ぜておいしいド

リンクをお楽しみ下さい。お好みで甘味を加えたり、お好みのスムージー

に加えても美味しく召し上がって頂けます。牛乳はなるべく避けたほう

がいいでしょう。リサーチによると牛乳の中のカゼインは血管への抗酸

化効果を妨げる可能性があると示しています。 

ベリーラジカル：　認定オーガニック　

抗酸化スーパーフード

• 自然界で最も抗酸化力が高いといわれる10種類の抗酸化成分、スーパーフードを含む

• 認定オーガニック、抗酸化物の豊富な生のカカオ（チョコレート）、フルーツ、ベリー、海洋微細藻類 が健康な

免疫機能と細胞を保護

• 自然界に存在する成分の中で最も抗酸化力が高く、広い範囲のスペクトルを配合：　ヒドロキシチロゾール、 

ゼアキサンチン、 アルファ＆ベータカロチン、 ルテイン、 リコピン、 アントシアニン、 クリプトキサンチン、 キサ

ントフィル、 エピカテキン、 ゲルセチン、 プニカラジン ＆ エラグ、 クロロゲン、 ガリウム、フェルラ ＆コーヒー

酸等、オーガニックのチョコレート、ベリー、フルーツ 

• 有害なフリーラジカル（活性酸素）によるダメージを抑える

• 老化のプロセスを遅らせる可能性があると言われている 

• 健康な免疫系統をサポート
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ベリーラジカル™  　研究所の結果

ベリーラジカルの効力、そしてそれがどのように作用するのかを調査するためにブラウンズウィック研究所

に分析を依頼しました。ブラウンズウィック研究所は、代表的な医療研究機関、栄養補助食品会社、製薬

会社、食品、化粧品業界で世界的に認められている研究機関です。抗酸化剤と酸化ストレスに関するリサー

チと分析では世界の先駆者と言えます。



ベリーラジカル　VS　その他の抗酸化物質

市場に出回っている他社の酸化防止を目的とする健康補助食品とベリーラジカルのどちらが抗酸化作用

が強いかを比べてみました。検査結果は下記のグラフの通りです。

抗酸化製品のORAC(酸素ラジカル吸収能）の比較
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ORAC(酸素ラジカル吸収能)とは
物質の総合抗酸化力の標準化測定法です。

ベリーラジカル１箱には217,200ORACが含まれているのです！

下記の表で1袋当たりのORACスコアーを参照下さい。：

サプリメント ORACスコア 

/一食分
商品情報

30ml タヒチアン・ノニジュース 165 濃縮還元飲料

30ml ヒマラヤン・ゴージ・ジュース 380 安息香酸塩と安息香酸カリウムに保存してから、濃縮

30ml Xango(ザンゴ） 530 ソルビン酸カリウムと安息香酸塩に保存してから、濃縮

30ml YL ベリー　ヤング 1130 ソルビン酸カリウムと安息香酸塩に保存してから、濃縮

5g サシェ ベリーラジカル 7240 認定オーガニック、フリーズドライ製法、生、生きているフルーツ、

ベリー類、カカオ（チョコレート）保存料は使用しておりません。



1箱のベリーラジカルと同量のORAC を得るには、他社ブランドの製品ならいくら位購入する必要があるか

調べて見ました。以下の表をご覧下さい。

食品 サプリメント

9kgのブルーベリー　@  ~$500 6本のＹＬベリー・ヤング  @  US  $324

14kgのストロベリー　@  ~$220 12本のザンゴ・マンゴスチン・ジュース@  US  $480

17kgのラズベリー　　@  ~$840 17本のヒマラヤ・ゴージ・ジュース　@  US$ 893

41本のタヒチアン・ノニ・ジュース　 @  US  $1727

フリーラジカルとは何でしょうか？　どうして私達には抗酸化剤が必要なのでしょう？
酸化は不安定な分子であるフリーラジカル（高い反応性があり、過激に動き回る分子）が身体中を自由に動き回り、

他の分子から電子を奪い安定しようとし細胞にダメージを起すために生じる現象です。フリーラジカルは体が老化す

る過程でも発生しますし、外的な原因、タバコの煙、毒物、汚染物質、心臓疾患、食生活からも生じます。

またフリーラジカルは癌、循環器疾患、リューマチ性関節炎、慢性疲労、成人病の進行を促します。果物や野菜に含

まれる抗酸化物質は体内のフリーラジカルを中和します。

オーストラリア政府は、１日7種類の果物と野菜の摂取を勧めています。特に2種類の果物と5種類の野菜を一日に

摂るよう勧めていますが、多くの人がなかなかそれだけの果物と野菜を摂るのは難しいと感じています。報告では、

推奨されている量、またはそれ以上の量の果物と野菜を一日に摂っているオーストラリア人は、男性が14％、女性が

21％となっています。

なぜ植物は抗酸化物質を含んでいるのか？
光合成は植物が太陽からの光エネルギーを保存体力に変換するプロセスです。光合成は植物を莫大な数のフリー

ラジカル（遊離基）に露出します。植物は、これらのフリーラジカルのダメージから我が身をかばうために抗酸化物質

を生産します。抗酸化植物の色素(果実、ベリー、および藻などのオレンジ、赤、青、紫色の明るい色に含まれるカロ

チノイドとポリフェノール)が、この保護の大部分を担っているのです。

リサーチでは植物ベースの抗酸化物質を人間が摂取すると、同じような保護作用をもたらすと示しています。また、

抗酸化物質は広いスペクトラムで抗酸化物質を摂取した場合、個々での摂取よりもよい大きな効果が得られるという

相乗的効果も示しています。

どうして液体ではなく、パウダーなんですか？
生のフリーズドライのパウダーを使用することで、我々は果物やベリーの全ての栄養素を濃縮させ、最も強力で栄養

の濃縮された形状にしました。よって、ベリーラジカル1箱分に、マンゴスチンジュース12本分、ゴージジュース17本分、

ノニジュース41本分に相当する抗酸化力を持たせることができたのです。

我々のオーガニックフルーツとベリーのパウダーは高濃縮食品です。新鮮なフルーツの全ての栄養素と酵素を含ん

でおり、水分だけを取り除きました。１グラム１グラムのパウダーには水分で薄められたジュースより、より強力で濃

縮された栄養が詰まっているのです。

フルーツの多くはそのほとんど（約90％）が水分です。ということは、新鮮なフルーツまたは水分を含むジュースよりフ

リーズドライされたフルーツの方が少なくとも10倍は栄養が豊富であるということです。

ベリーラジカルにはどの位のカフェインが含まれていますか？
ホメオパシーの分野では、カフェインは調理されると刺激作用を示し、生で食した場合には、刺激作用はないという

興味深いリサーチがあります。 ある実験では、ローストしたカカオ豆の挽き粉を熱湯で煎じた場合、ブラックコーヒー

を飲んだ時と同じように、神経系統の興奮状態を引き起こし、脈が速くなるなどの循環系の乱れを引き起こしました。

注目すべきは、生で、ローストしていないカカオ豆を同様に煎じた場合にはそのような作用は見られなかったことです。

一杯のお茶は平均40mgのカフェインを含み、入れたての一杯のコーヒーには85mgのカフェンが含まれています。

ホットチョコレート（ドリンク）には通常4、5mgのカフェインが含まれ、それはレギュラーコーヒーと比較すると約20分

の1にしかなりません。コーヒーの実（ベリー）とカカオの実（ベリー）が両方とも生であったらどうでしょう。おそらく、刺

激作用は見られないでしょう。



食品 vs サプリメント
あなたが、抗酸化剤を一錠、もしくは幾つかの抗酸化栄養剤を併せて飲んでいたとしても、あなたが望んだような結

果を得ることはできないかもしれません。

個々の栄養素は、試験管内では強力な抗酸化効果を示すかもしれませんが、人間の体内で同様の効果を示すこと

は非常に稀です。抗酸化物質を豊富に含む食品には人間と試験管内での両方の効果の証明が必要です。栄養豊

富な果物や野菜は癌や、心臓疾患、脳卒中を防ぐと言われています。合成抗酸化物質は人間の体内で効果がない

ばかりか、実際に癌の危険性を増加する恐れがあります。事実、ある臨床テストでは分離されたある抗酸化栄養剤

の癌や心臓血管疾患への効果が調査されましたが、何の効果も示しませんでした。 61,62,63,64 
ほとんどの分離した抗酸化栄養剤は食品中に見られるものとは化学的、構造的に異なり、人間の体内では望んだ通

りの効果は示さないようです。

リサーチで、丸ごとトマトのパウダーではリコピンではなく、カロチノイドがマウスの前立腺癌を抑制したことを示しまし

た。分離した栄養剤のサプリメントと比較して食物丸ごとの栄養の効果は機能的に優れいていることが証明されまし

た。 65

ORACとは何でしょうか？その必要量は？
ORAC（酸素ラジカル吸収能)とは、ある物質の中にどれだけの抗酸化力があるのかを量る統一基準です。 抗酸化

物質は、フリーラジカル（活性酸素）を中和する力を持っています。物質がより多くのフリーラジカルを吸収できるほど、

そのORACの値は高くなります。フリーラジカルによるダメージを減少させ、体内での抗酸化の働きを活発にするため

には、栄養学者は1日に5000ORACユニット程度の摂取を勧めて います。通常1度に食する果物や野菜（カップ半分

程度）では、約500ORACユニットしか得ることができません。もし、毎日10食分の果物や野菜を摂取 していなければ、

フリーラジカルによって生じるダメージを払拭しきれていないということになります。 ベリーラジカル1ｇのORACスコア

は1448です。よってベリーラジカル5ｇのサッシェには7000以上のORACが含まれていることになります！

ベリーラジカル一箱には217000以上のORACを含んでいます。

下記は抗酸化食品とサプリメントのORACスコアの比較データです。
 (Oxygen Radical Absorbance Capacity), is a

食品　/　サプリメント ORAC  スコア / 1食分

100g ブルーベリー 2400

100g ストロベリー 1540

100g ラズベリー 1220

30ml YL ベリーヤング 1130

30ml Xango(ザンゴ） 530

30ml ヒマラヤン　ゴージジュース 380

30ml タヒチアン　ノニジュース 165

Em
ent of the total antioxidant power

ナレルとコリンのスムージーレシピ
私はベリーラジカルをどのように日常生活に取り入れているか、温かい飲み物の他にどんな飲み方があ

るかよく聞かれます。私達がスーパー・エネルギー源として一日をスタートするとってもおいしいオーガニッ

ク、グリーンスムージーです。滋養があってお昼までお腹のすかないエネルギードリンクです！

レシピ：
- 小さいグリーンココナッツ（ジュースと果肉）一つ

- 2分の１カップ強の季節の果物（パパイヤ、マンゴー、桃、梨、苺類）

- バナナ１本

- 片手１杯のゴージ・ベリー

- 小さじ１杯の蜂の花粉（ビーポレン）

- 小さじ１杯のマカの根のパウダー

- 小さじ 1杯のインライベン１サシェのベリーラジカル



- 大さじ１杯のスピルリナ（またはクロレラ）

- 大さじ１杯の大麦葉の粉（または小麦葉）

- 大さじ１杯のつぶした亜麻の種子

- 手のひら１杯のほうれん草（又は他の葉物野菜）

- 大さじ1杯　フラックス・オイル（亜麻仁油）（または月見草油、麻の実の油、他のEFA 必

須脂肪酸を含んだ油）

- 大さじ2杯　未変性の乳清

全ての材料を強力なブレンダー（強力なのがお勧め）に入れてクリームのようにな

めらかな緑色になるまで回転させます！

ポイント：亜麻の種子または、チアシード（シソ科ミント属アルビアの種子）を細かく

砕くには、スーパーマーケットなどで売っている安いコーヒーグラインダー（豆挽き

機）が便利です。

ベリーラジカル™
 　成分

ベリーラジカルは最も抗酸化力が高いといわれる10種類の抗酸化成分、スーパーフードを含んでいます。
認定オーガニック生カカオパウダー、コーヒーの実パウダー、認定オーガニック・ザクロパウダー、認定オーガニック

フリーズドライ・ゴージベリーパウダー、認定オーガニックフリーズドライ・アサイ(ACAI)ベリーパウダー、認定オーガ

ニックフリーズドライ・ドナリエラ・サリナ（DUNALIELLA SALINA）、認定オーガニックフリーズドライ・ブルーベリー

パウダー、認定オーガニックフリーズドライ・ラズベリーパウダー、認定オーガニックフリーズドライ・ストローベリーパ

ウダー、認定オーガニックフリーズドライ・オリーブエキス、天然香味料

1. 生のカカオ(チョコレート!)
エクアドールにて倫理的、持続可能な農法で育てられ、収穫された生のカカオは抗酸化ポリフェノール、

カテキン、エピカテキン、没食子酸を含んでいる。エピカテキンとその代謝物質はカカオの血管拡張の

効果に役立つと言われている（血栓症の形成や高血圧を緩和）。カカオは心臓血管を保護し、緑茶の

フリーラジカルへの効果と比べると21倍もの効力があることが分かっている。1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8

カカオとマグネシウム
カカオはマグネシウムの最も豊富な食品であると言われている。マグネシウムは私達の体内での最も重要なミネラ

ルであり、健康な心臓をサポートするミネラルのひとつである。体内の300を超える酵素システムに重要な役割を果

たす。－いまだに70％の人々がマグネシウム不足である。

多くの専門家は健康的な食生活をしていても、農産物がミネラルの少ない土と大切な栄養不足の土地に育ったもの

である可能性があるため、安心はできないと述べている。研究ではマグネシウムは心臓血管系にも効果があるかも

しれないと示唆している。心臓発作でなくなった患者からはマグネシウムのレベルが低いことが見られる。

また喘息患者にもマグネシウムは効果がある。気管支の筋肉を落ち着かせリラックスさせる効果がある。またマグネ

シウムは腎臓結石を成形する腎臓のカルシウムの結晶化を防ぐ可能性がある。

マグネシウム不足はPM S （月経前緊張症）にも深く関わっている。腹部の膨満感、胸部の痛み、頭痛、疲労、体液うっ

滞、気分のむら、不眠、心配性は全てマグネシウム不足の症状であり、PM Sの症状でもある。カルシウムと同様に、

マグネシウムのサプリメントは骨粗しょう症の予防と治療にとても重要である。カルシウムの体内代謝を助け、ビタミ

ンDを活性体に変換する。

マグネシウムは胃酸を塩化マグネシウムへ変換し、中和するため、胃の障害（胸焼け、鼓腸）にも効果的である。酸

がより少ない状態にしガスの発生を抑え、症状を和らげるのである。マグネシウムは大腸の圧力を緩和し、宿便をや

わらかくし便秘を解消するのを手助けする。マグネシウムのサプリメントは頭痛、筋肉痛、痛みや痙攣を減少させると

いう研究結果もある。マグネシウムの量が少ないと、慢性的な偏頭痛を起こすことがある。

2. コーヒーの実
多くの植物がそうであるように、コーヒーは種子だけでなく実全体が栄養に溢れている。コーヒーの実

全体には抗酸化成分やポリフェノール、クロロゲン酸、コーヒー酸、フェルラ酸などの素晴らしい栄養



がつめられている。コーヒーの植物は高度火山の山の斜面に育ちミネラル豊富な土、熱帯の太陽の恵みによって多

くの栄養が与えられる。そしてコーヒー植物は輝くたくさんの赤い実を実らせる。コーヒーの実は太陽が最も強くあた

る高度の地域で育つため、類まれなる抗酸化物質を含んでいる。

植物は成長するに従い、多くの太陽光線と光合成の天然副産物によって生じるダメージから保護するために強力な

抗酸化物質を作り上げる。私達が配合に使用するコーヒーの実1グラムは2キロのグレープ以上のフリーラジカル保

護力を保持している。 9, 10

コーヒーの実と糖質栄養素
コーヒーの実全体はポリ...、オリゴ...、と８つの必須単糖類のうち5つを含んでいる。マンナンや、aribinogalactans 等
のサッカリド（単糖類）がコーヒーの実の50％近くを構成している。従来の焙煎では、これらの栄養物は破壊されてし

まうため、残念ながら通常のコーヒーにはこれらの栄養素は見られない。

炭水化物は私達の体を動かす燃料であることを誰もが知っている。最近までは、体内でエネルギーを作ることが、炭

水化物の唯一の役割だと考えられていた。しかし、過去2，3年で８つの炭水化物であるマンノース、ガラクトース、フ

コース、キシロース、グルコース、シアル酸、N-アセチルグルコサミン/N-アセチルガラクトサミンは生命に不可欠で

なものであることが分かった（全ての生物学的伝達の基本構成要素であるから）。科学者達はこの8つの単糖類のグ

ループは免疫系統の機能を正常に動かすために必須であると言っている。コーヒーの実は消化される際に、他に類

を見ないほど大量のマンノース、ガラクトース、フコース、キシロース、アラビノース、グルコースを放出する。

3. Açaí（アサイ）ベリー
アマゾンの森で持続的かつ野生の状態で収穫されている。強い紫色のベリーアサイは強力な抗酸化物質であるアン

トシアニンを含んでいる。アントシアニンは（フランスのパラドックスとも言われる）赤ワインに含まれる植生化学物質

のグループのひとつである。フランスではコレステロールの高さ、高い喫煙率にもかかわらず西洋社会では最も心臓

病発生率が低い。アサイはこの赤ワインより10－30倍もの強力な抗酸化物質、アソトシアニンを含んでいる。アント

シアニンの植物学効果の可能性は放射線防護、化学的予防、血管予防、抗炎症剤などがある。11, 12, 13

4. Goji(ゴージ)ベリー
2000年も前から使われている伝統的な中国の薬で“赤いダイアモンド”と呼ばれ、強力なカロチノイド抗

酸化、ゼアキサンチン、ベータカロチン、ルテイン、リコピン、クリプトキサンチン、キサントフィルを含んで

いる。カロチノイドは心臓血管、炎症性疾患、視力に関する疾患（加齢に伴う黄斑変性症や緑内障など）

から守り、抗癌剤としても知られている。14, 15, 16, 17, 18

5. ブルーベリー
ポリフェノール抗酸化物質のアントシアニンを含む。アントシアニンはフラボノイドであり、150のフラボノイ

ドのテストでも最も強い抗酸化力を持つことが研究で示された。アントシアニンは抗炎症効果があり、動

脈、静脈（目なども含む）を酸化ダメージから保護する。19, 20, 21, 22

6. ラズベリー
ポリフェノール抗酸化、エラグ酸を含み、それらは心臓疾患、出生異常、先天性欠損症、肝臓疾患、傷

治療に効果があることを示している。エラグ酸はアフラトキシンとニトロサミンなどを含む薬剤を原因とす

る異なる種類の癌を抑制する手助けをすると言われている。エラグ酸は何らかの抗癌物質があり、研究

所内のテストでは、癌細胞を死に至らしめることが分かった。23, 24, 25, 26

7. ストローベリー
豊富なポリフェノール、ケルセチン、エラグ酸、アントシアニンを含む。ケルセチンは癌の成長に対し、大

腸、胸、卵巣、胃腸の細胞を保護すると証明されている。ケルセチンはまた、脳卒中、白内障、ウィルス、

アレルギーからも保護することが分かっている。27, 28, 29, 30

8. ザクロ
ポリフェノール抗酸化物質、プニカラギンとエラグ酸を含む。リサーチではザクロはアテローム性動脈

硬化、心臓疾患、変形性関節症、前立腺癌への効果も示している。 31, 32, 33, 34, 35, 36, 37, 38

9. オリーブ
有機的に育てられたオリーブの果肉は抗酸化ポリフェノールを含む。ヒドロキシチロゾールは今までに報告されてい



る天然抗酸化化合物中で、最も高いフリーラジカル保護作用を持つ天然オリーブポリフェノールである。オリーブは

そのオイルばかりに注目を受けており、オリーブ水、オリーブジュースは単にオリーブ生産の副生産物して処理され

ていた。

オリーブは15-20％のオイル、50％の液体から構成されている。産業が捨てていたものは何だった

か？答えは、強力な抗酸化作用を持つヒドロキシトロゾールなどを含むオリーブポリフェノールであ

る。事実、ポリフェノールはオイル中よりもオリーブジュース中での方がより優勢である。これらの

ユニークなポリフェノールがエクストラ・バージンオリーブオイルのもつ健康への恩恵に貢献してい

ると考えられている。オリーブジュース中の抗酸化力はオイル中よりも300倍ものポリフェノールを

含んでいる。39, 40, 41, 42, 43, 44, 45

10. ドナリエラ　サリナ
ドナリエラ サリナとは海洋微細藻類 であり、食用カロチノイドを最も豊富に含んでいることで知られ

ている。特にベータ、アルファカロチンを多く含んでいる。カロチノイドとクロロフィルのコンビネーショ

ンがドナリエラ サリナを赤オレンジの色にしている。我々が使用しているドナリエラ サリナは西オー

ストラリアのKarrathaにある巨大な浅い湖で育てられている。天然の潮の貯水湖から集めたクリー

ンなオーストラリアの海の水で育てられ、エネルギー源としてピュアな太陽の光を使用している。

除草剤や農薬などは一切使用されていない。化学物質や溶剤は使用せずに収穫され乾燥される。

リサーチではカロチノイドは抗酸化、抗癌、免疫強化物質を含んでいると発表した。カロチノイドはフリーラジカルを原

因とする老化、白内障、心臓血管、その他の慢性症状から予防する手助けをする。この海洋微細藻類はカロチノイド

（アルファ/ベータ）、ルテイン、ゼアキサンチン、クリプトキサンチンなどの強力な抗酸化グループを含んでいる。 
46, 47, 48, 49, 50, 51, 52, 53, 54, 55, 56, 57, 58, 59
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